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検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を
！

　
詐
欺
、
お
ど
し
、
交
通
事
故
な
ど

の
犯
罪
が
起
き
た
場
合
、
犯
人
を
処

罰
す
る
に
は
、
検
察
官
が
犯
人
を
裁

判
に
か
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
犯
人
を
裁
判
に
か
け
る
か

ど
う
か
の
判
断
は
、
検
察
官
に
ま
か

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
検
察
官
が
裁

判
に
か
け
て
も
犯
人
を
有
罪
に
す
る

だ
け
の
証
拠
が
な
い
と
か
、
証
拠
は

十
分
で
も
あ
え
て
処
罰
を
求
め
な
い

な
ど
と
考
え
れ
ば
、
犯
人
を
裁
判
に

か
け
な
い
処
分
（
不
起
訴
処
分
）
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
万
一
検
察
官
が
判

断
を
誤
り
、
間
違
っ
て
不
起
訴
処
分

に
し
た
場
合
は
、
処
罰
さ
れ
る
べ
き

犯
人
が
処
罰
さ
れ
な
い
た
め
、
被
害

者
が
納
得
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も

起
こ
り
う
る
わ
け
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
検
察
官
の
判
断
が

正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
国
民
の
中

か
ら
「
ク
ジ
」
で
選
ば
れ
た
人
々
が

判
断
し
、
こ
れ
を
検
察
官
の
仕
事
に

反
映
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
制
度
が

検
察
審
査
会
で
す
。

　
検
察
審
査
会
の
窓
口
で
は
、
申
立

て
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
郡
山
検
察
審
査
会
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
☎
0
2
4
―
9
3
2
―
5
6
5
6

　
法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
11
月
12
日
か

ら
18
日
ま
で
の
7
日
間
、
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強

化
週
間
と
し
て
、
Ｄ
Ｖ
や
セ
ク
ハ
ラ

な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問

題
に
つ
い
て
、
電
話
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
相
談
は
人
権
擁
護
委
員
及
び

法
務
局
職
員
が
応
じ
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
期
間
　
平
成
19
年
11
月
12
日（
月
）

　
〜
18
日
（
日
）
の
7
日
間

▼
時
間
　
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後

　
7
時
ま
で
。
た
だ
し
、
17
日

（
土
）
・
18
日
（
日
）
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
5
時
ま
で
。

▼
電
話
番
号

　
0
5
7
0
―
0
7
0
―
8
１
0

◆
問
い
合
わ
せ

　
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
0
2
4
―
5
3
4
―
１
9
9
4

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

̶これから始まる！̶

裁判員制度について
　「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」（裁判員法）が
平成16年5月に交付されました。
　裁判員制度は、平成21年5月までの間にスタートします。
　裁判員制度とは、国民のみなさんが裁判員として刑事裁判
に参加してもらい、被告人が有罪かどうか、有罪の場合どのよ
うな刑にするかを裁判官と一緒に決めてもらう制度です。

　◆　なぜ導入されるのですか？

　法律の専門家ではない人たちの感覚が、裁判に参加すること
によって、裁判の内容に反映されることになり、その結果、国民
の司法に対する理解と信頼が深まることが期待されています。

　◆　どのような事件に参加するのですか？

　裁判員が参加する事件は、代表的なものとして、「殺人」、
「強盗致死傷」、「傷害致死」、「危険運転致死」、「身の代金
目的誘拐」、「保護責任者遺棄致死」などがあげられます。

　◆　裁判員に選ばれたらどんなことをするのですか？

　①公判に出席する（公開）
　　　法廷で証人の話を聞いたり、証拠を調べたりします。裁
　　判員から証人等に質問することができます。
　②評議、評決をする（非公開）
　　　裁判員と裁判官で、有罪・無罪や刑の内容を決めます。
　　議論を尽くしても全員一致の結論が得られない場合、多
　　数決により行われます。ただし、その多数意見には、裁判
　　官、裁判員のそれぞれ1人以上の賛成が必要とされていま
　　す。
　③判決を宣告する（公開）
　　　評決内容が決まると、法廷で裁判長が判決の宣告をしま
　　す。裁判員としての仕事は、判決の宣告により終了します。

　◆　裁判員はどのようにして選ばれるのですか？

　①裁判員候補者名簿を作成
　　　選挙人名簿をもとに、翌年の裁判員候補者となる人を
　　毎年くじで選び、裁判所ごとに裁判員候補者名簿を作成
　　します。名簿に載った人には連絡がなされます。

　②事件ごとにくじで裁判員候補者を選定
　　　①の名簿から、事件ごとにくじで裁判員候補者を選び
　　ます。選ばれた人には、裁判所に来てもらう日時等が連絡
　　されます。
　③裁判所で、候補者の中から裁判員を選定
　　　裁判長から、裁判員になれない理由がないか、辞退希
　　望はないかなどについて質問されます。候補者から除外
　　されることもあります。
　④裁判員の決定

　◆　裁判員になることを辞退することはできますか？

　広く国民に参加してもらう制度であるため、原則として辞退
できないことになっています。
　ただし、次のような人は、申し出により裁判所から認められ
た場合、辞退することができます。
　①70歳以上の人
　②地方公共団体の議会議員（会期中に限る）
　③学生又は生徒
　④過去5年以内に裁判員、検察審査員等を努めたことのあ
　　る人
　⑤過去1年以内に裁判員候補者として裁判所に行ったことの
　　ある人
　⑥やむを得ない理由があって、裁判所に行くことが困難な人
　（例えば、重い病気・けが、同居の親族の介護・養育、事業
　　に著しい損害が生じる恐れがあること、父母の葬儀等の
　　理由）

　◆　裁判員となるために仕事を休むことはできますか。
　　　また、仕事を休んだことで会社から解雇されるよう
　　　なことはないですか？

　裁判員となるために必要な休みをとることは法律で認めら
れています（労働基準法第7条）。
　また、裁判員として仕事を休んだことを理由として、会社が
解雇などの不利益な取扱いをすることは禁止されています
（裁判員法第100条）。

　◆　問い合わせ

　福島地方検察庁企画調査課
　（電話：024̶534̶5134）で受け付けています。

↓

↓

↓

↓

↓

↓
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平
成
20
年
3
月
新
規
大
卒
等
の
卒

業
予
定
者
及
び
平
成
19
年
3
月
大
学

等
卒
業
者
を
対
象
に
、
企
業
の
採
用

担
当
者
と
学
生
の
就
職
面
接
会
を
郡

山
市
に
お
い
て
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時
　
平
成
19
年
11
月
28
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
4
時

▼
会
場
　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

▼
主
催
　
厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局

　
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
福
島
県

▼
対
象
　
大
学
（
院
）・短
期
大
学
・

　
高
等
専
門
学
校
・
専
門
学
校
等
を

　
平
成
20
年
3
月
に
卒
業
予
定
の
学

　
生
及
び
平
成
19
年
3
月
に
卒
業
し

　
た
方
。

▼
参
加
企
業

　
①
福
島
県
内
に
就
業
場
所
が
あ
る

　
　
企
業

　
②
社
会
保
険
（
労
働
保
険
・
健
康

　
　
保
険
・
厚
生
年
金
）
に
加
入
し

　
　
て
い
る
企
業
で
あ
る
こ
と

　
③
原
則
と
し
て
正
社
員
求
人
の
企

　
　
業
で
あ
る
こ
と

　
当
面
接
会
へ
の
参
加
企
業
情
報
に

つ
い
て
は
、
開
催
１
週
間
前
頃
ま
で

に
福
島
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山

　
☎
0
2
4
―
9
4
2
―
8
6
0
9

　
ニ
ー
ト
に
つ
い
て
の
悩
み
ご
と
や

困
り
ご
と
に
関
す
る
巡
回
相
談
会
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
の

方
か
ら
も
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
（
要
予
約
・
相
談
無
料
）

▼
日
時
　
平
成
19
年
12
月
13
日（
木
）

　
　
　  

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
　
　 

平
成
20
年
2
月
21
日（
金
）

　
　
　  

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
会
場
　
福
島
県
郡
山
合
同
庁
舎

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
島
県
雇
用
対
策
グ
ル
ー
プ

　
☎
0
2
4
―
5
2
１
―
8
2
0
9

※
巡
回
相
談
の
ほ
か
、
電
話
・
メ
ー

ル
で
の
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
相
談
　
土
日
、
祝
祭
日
を
除

　
く
午
前
9
時
〜
午
後
7
時

　
電
話
番
号
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
0
１
2
0
―
0
9
8
―
2
0
9

　
※
携
帯
電
話
か
ら
は

　
☎
0
2
4
―
5
2
１
―
8
2
0
9

▼
メ
ー
ル
相
談
　
24
時
間
受
付

　
　
　
　
　
　
　
　 

か
ら
専
用
フ
ォ

ー
ム
で
入
力
し
て
く
だ
さ
い

　
一
昨
年
11
月
に
発
覚
し
た
構
造
計

算
書
偽
造
事
件
の
よ
う
な
問
題
を
二

度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
昨
年
の
通

常
国
会
に
お
い
て
「
建
築
確
認
・
検

査
の
厳
格
化
」
を
大
き
な
柱
と
す
る

建
築
基
準
法
等
の
一
部
改
正
が
行
わ

れ
、
6
月
20
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
建
築
確
認
・
検
査
は
、
建
築
物
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要
な
手

続
き
で
、
直
接
に
は
、
設
計
者
や
工

事
施
行
者
の
方
々
が
対
応
さ
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
手

続
き
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
に

は
、
建
築
主
の
み
な
さ
ま
の
理
解
が

不
可
欠
で
す
。

※
建
築
主
の
み
な
さ
ま
へ
の
お
願
い

①
設
計
条
件
や
要
求
事
項
に
つ
い
て
、

　
設
計
者
と
事
前
に
綿
密
に
打
合
せ

　
を
行
い
、
意
匠
・
構
造
・
設
備
の

　
整
合
性
の
と
れ
た
設
計
図
書
に
よ

　
り
確
認
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
設
計
図
書
の
作
成
や
確
認
申
請
の

　
手
続
き
（
構
造
計
算
適
合
性
判
定

　
の
対
象
と
な
る
場
合
に
は
、
そ
の

　
手
続
き
も
含
み
ま
す
）
に
必
要
な

　
期
間
を
考
慮
し
て
、
で
き
る
だ
け

　
余
裕
の
あ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設

　
定
し
て
く
だ
さ
い
。

③
設
計
内
容
の
変
更
を
行
う
場
合
は
、

　
軽
微
な
変
更
を
除
き
、
計
画
変
更

　
の
確
認
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

　
ま
す
の
で
、
当
初
の
建
築
確
認
申

平
成
19
年
度
ふ
く
し
ま
大
卒
等

合
同
就
職
面
接
会
の
ご
案
内

ニ
ー
ト
支
援
巡
回
相
談
会

12
月
〜
2
月
の
ご
案
内

建
築
主
の
み
な
さ
ま
へ

建
築
確
認
・
検
査
の
手
続
き
が

変
わ
り
ま
し
た

　
請
の
段
階
で
設
計
内
容
を
十
分
に

　
詰
め
て
お
く
と
と
も
に
、
設
計
内

　
容
の
変
更
を
検
討
す
る
場
合
は
、

　
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
影
響

　
に
つ
い
て
十
分
に
留
意
し
て
く
だ

　
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
福
島
県
県
中
建
設
事
務
所
建
築
住

　
宅
グ
ル
ー
プ

　
☎
0
2
4
―
9
3
5
―
１
4
6
3

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
会

　
福
島
県
国
際
交
流
協
会
で
は
、
中

級
レ
ベ
ル
の
学
習
者
へ
の
対
応
を
テ

ー
マ
に
、
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
初
級
の
教
科
書
は
も
う
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。
」

　
「
言
い
た
い
こ
と
は
伝
わ
る
け

ど
、
今
の
話
し
方
ち
ょ
っ
と
気
に
な

る
・
・
・
」

　
「
初
級
か
ら
中
級
へ
の
導
入
の
と

き
は
、
ど
う
や
っ
て
教
え
た
ら
い
い

の
？
」

　
現
場
で
の
経
験
豊
富
な
講
師
に
お

話
を
い
た
だ
き
ま
す
。

●
県
中
会
場

▼
テ
ー
マ
　
『
助
詞
の
導
入
』

▼
対
　
象
　
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

　
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興

　
味
の
あ
る
方

▼
参
加
費
　
１
0
0
0
円

▼
日
　
時
　
平
成
19
年
12
月
2
日

▼
会
　
場
　
本
宮
市
中
央
公
民
館

▼
講
　
師
　
（
社
）
国
際
日
本
語
普

　
及
協
会
講
師
　
中
山
美
香
子
氏

▼
定
　
員
　
30
名

●
県
南
会
場

▼
テ
ー
マ
　
『
文
字
の
導
入
』

▼
対
　
象
　
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

　
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興

　
味
の
あ
る
方

▼
参
加
費
　
１
0
0
0
円

▼
日
　
時
　
平
成
19
年
12
月
9
日

▼
会
　
場
　
白
河
地
域
職
業
訓
練
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー

▼
講
　
師
　
明
海
大
学
外
国
語
学
部

　
日
本
語
学
科
講
師
　
西
川
寛
之
氏

▼
定
　
員
　
30
名

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
島
県
国
際
交
流
協
会

　
☎
0
2
4
―
5
2
4
―
１
3
１
5

放
送
大
学
4
月
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

に
よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
働
き
な
が
ら
学
び
た
い
、
生

涯
学
習
に
興
味
が
あ
る
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
、
幅
広
い
世
代
の
方
が
学

ん
で
い
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
平
成
20
年
4
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料

を
無
料
で
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　
〒
9
6
3
―
8
0
2
5

　
郡
山
市
桑
野
１
―
22
―
21 

　

　
☎
0
2
4
―
9
2
１
―
7
4
7
１

http://w
w
w
.f-shushoku.jp/

neet/index.htm
l


